


 30

      

あ
け
ぼ
の
句
会 

    

う
す
墨
桜 

 
 
 
 
 
 

田

村

時

与 

春

木

立

過

去

を

忘

れ

出

で

ゆ

け

り 

菫

草

摘

み

取

り

そ

う

な

わ

が

右

手 

集

う

日

の

花

の

見

頃

を

推

し

測

り 

一

房

の

う

す

墨

桜

に

或

る

想

い 

囀

や

鎮

守

の

杜

の

孔

雀

小

屋 

 

茶
筅
振
る 

 
 
 
 
 
 

大

森

桂

子 

「

弱

法

師

」

を

謡

う

媼

や

白

鉄

線 

悪

人

も

善

人

も

無

き

花

の

下 

独

り

ご

と

言

う

は

恐

ろ

し

花

林

檎 

日

脚

伸

び

頂

き

直

す

い

の

ち

か

な 

百

回

を

習

い

て

朧

茶

筅

振

る 

角 

の 

数 
 
 
 
 
 
 

浦

川

哲

子 

永

き

日

や

金

平

糖

の

角

の

数 

少

年

の

中

に

青

年

松

の

花 

坊

ち

ゃ

ん

も

山

嵐

も

い

て

青

き

踏

む 

春
の
風
邪
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
押
し
込
ま
る 

春

蘭

の

一

鉢

抱

い

て

退

院

す 

     

随 

想 大
森
桐
明
さ
ん
の
こ
と 

大

森

桂

子 

 



 31

 
も
う
三
十
五
年
も
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
結
婚
し
て
す
ぐ
小

平
に
あ
る
大
森
家
の
墓
参
り
に
行
っ
た
。
夫
は
三
歳
の
時
父
を

亡
く
し
て
い
る
。
正
面
の
墓
の
右
側
に
小
さ
な
「
桐
明
之
墓
」

が
あ
っ
た
。
裏
に
「
じ
ゃ
が
い
も
の
花
に
な
ぐ
さ
む
夏
野
か
な
」

の
句
が
彫
ら
れ
て
い
た
。 

桐
明
と
は
夫
の
父
、
義
富
の
兄
の
こ
と
で
、
こ
の
墓
は
「
お

弟
子
さ
ん
が
建
て
て
下
さ
っ
た
」
と
義
母
は
言
っ
た
。
俳
句
に

全
く
縁
の
な
か
っ
た
私
で
あ
っ
た
が
、
十
数
年
経
ち
、
公
民
館

の
俳
句
講
座
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
義
母
か
ら
桐
明
の
掛
軸
を

見
せ
て
貰
っ
た
り
、
法
事
で
昔
話
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
て
、
大

森
桐
明
と
い
う
俳
人
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。 

本
名
、
留
郎
。
明
治
三
十
二
年
岡
山
生
ま
れ
。
父
健
八
郎
は

紡
績
業
を
営
む
。
三
兄
、
一
姉
、
一
弟
。
岡
山
中
、
岡
山
六
高
、

東
京
帝
国
大
学
機
械
工
学
科
卒
業
後
、
東
京
毛
織
に
職
を
得
た

が
三
年
後
退
職
し
、福
井
高
等
工
業
の
教
授
、金
沢
高
等
工
業
、

旧
制
一
高
、
府
立
高
等
学
校
の
講
師
を
務
め
る
。
六
高
で
志
田

素
琴
師
（
一
八
七
六
〜
一
九
四
六
）
に
俳
句
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
上

京
後
は
師
の
勧
め
で
大
須
賀
乙
字
（
一
八
八
一
〜
一
九
二
〇
）
に
師
事
、

乙
字
の
も
と
「
懸
葵
」
で
活
躍
、
吉
田
冬
葉
、
内
藤
吐
天
と
共

に
在
京
三
羽
烏
と
称
せ
ら
れ
た
と
言
う
。
乙
字
は
死
の
前
年
、

二
十
歳
の
桐
明
、
冬
葉
を
連
れ
戸
隠
山
へ
行
っ
て
い
る
。 

 

乙
字
没
後
、「
中
心
」（
高
松
昭
允
編
集
）
の
選
者
に
な
る
が
、

四
年
後
同
誌
が
休
刊
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
頃
俳
句

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
数
年
が
あ
る
よ
う
だ
。
二
十
代
後
半
、

腎
臓
炎
の
た
め
京
都
帝
大
付
属
病
院
で
大
手
術
を
受
け
奇
跡
的

に
助
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
彼
の
宿
痾
と
な
る
。
病
後
、
自
ら
「
一

生
の
哀
楽
を
託
し
た
」
と
言
う
よ
う
に
俳
句
に
真
摯
に
向
き
合

う
よ
う
に
な
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
婚
約
者
砂
澤
年
子
の
病
死
も

原
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
彼
の
入
院
中
、
親

し
く
看
護
し
て
く
れ
た
年
子
を
、
か
り
そ
め
の
病
に
て
失
っ
て

し
ま
う
。
以
後
桐
明
は
独
身
を
通
し
た
。 

 

昭
和
四
年
「
草
上
」
同
人
及
び
選
者
と
な
る
。
翌
年
は
福
井

高
等
工
業
卒
業
生
を
伴
っ
て
上
海
、
蘇
州
の
旅
へ
出
る
。
又
、

そ
の
年
、
村
山
古
郷
の
妹
た
か
女
の
遺
句
集
「
桃
花
帖
」
を
編

み
跋
を
書
い
て
い
る
。
親
友
の
葵
郷
、
た
か
女
も
俳
句
友
達
で

あ
っ
た
。
た
か
女
は
年
子
と
同
じ
年
の
生
ま
れ
で
、
二
十
三
歳

で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
何
年
か
後
、
葵
郷
は
桐
明
に
結
婚
を
す

す
め
た
事
が
あ
っ
た
が
「
年
子
や
た
か
女
の
よ
う
な
女
が
あ
れ

ば
ね
」と
言
っ
て
耳
を
貸
そ
う
と
し
な
か
っ
た
と
書
い
て
い
る
。 

 

本
格
的
に
俳
句
、俳
論
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
桐
明
は
、

伊
東
草
月
（
一
八
九
九
〜
一
九
四
六
）
の
「
草
上
」
で
腕
を
揮
う
。「
作

句
、
評
論
両
面
に
お
い
て
、
最
も
忠
実
に
乙
字
の
血
脈
を
守
り

受
け
継
ぎ
、
剛
毅
峻
厳
の
人
と
な
り
も
乙
字
を
彷
彿
さ
せ
る
」

と
古
郷
は
語
る
。 

さ
て
、
乙
字
と
は
い
か
な
る
俳
人
な
る
や
。 
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明
治
十
四
年
、
福
島
生
ま
れ
仙
台
一
中
よ
り
俳
句
を
は
じ
め
、

旧
制
二
高
、
東
京
帝
国
大
国
文
科
在
学
中
、
碧
梧
桐
門
下
に
入

り
、
碧
梧
桐
が
三
千
里
大
旅
行
に
出
立
す
る
や
同
門
ら
と
大
い

に
活
躍
し
、
三
題
集
は
じ
め
碧
門
黄
金
時
代
を
築
く
。
古
典
に

暗
示
性
の
高
い
句
を
見
出
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
「
俳
句
界
の
新

傾
向
」
を
発
表
し
た
。
新
風
を
望
ん
で
い
た
碧
梧
桐
は
こ
の
論

を
唱
道
し
、
全
国
に
広
め
た
。
季
題
を
背
景
と
し
て
心
情
や
情

緒
を
暗
示
さ
せ
る
方
法
、
人
事
を
詠
み
そ
こ
に
詩
情
を
漂
わ
せ

る
、
そ
れ
が
碧
梧
桐
の
理
解
し
た
「
新
傾
向
」
で
あ
る
。
乙
字

の
考
え
る
俳
句
の
理
想
は
古
典
の
中
に
あ
っ
た
。
新
傾
向
は
乙

字
の
求
め
る
俳
句
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

大
正
元
年
、
虚
子
が
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
俳
句
を
復
活
さ
せ

虚
子
、
碧
梧
桐
、
乙
字
は
俳
壇
に
異
な
る
三
つ
の
場
を
作
り
出

し
、
以
後
そ
の
対
立
が
さ
ま
ざ
ま
に
転
回
し
て
い
く
。
乙
字
は

碧
梧
桐
と
袂
を
分
か
ち
、
井
泉
水
「
層
雲
」
と
も
断
ち
、
激
し

く
新
傾
向
を
攻
撃
す
る
。
又
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
守
旧
主
義
に

厳
し
い
批
判
を
加
え
る
。
臼
田
亜
浪
の
「
石
楠
」
を
援
け
、「
懸

葵
」
に
二
句
一
章
、
音
調
論
、
季
題
論
等
画
期
的
な
俳
論
を
発

表
し
た
。
乙
字
は
生
涯
主
催
す
る
俳
誌
を
持
た
な
か
っ
た
。
乙

字
ほ
ど
俳
壇
的
に
有
名
で
俳
誌
を
持
た
な
か
っ
た
人
は
珍
し
く
、

俳
壇
的
野
心
の
全
く
な
い
人
だ
っ
た
。
伝
統
尊
重
、
古
典
復
帰

の
論
陣
を
張
り
、
自
然
が
あ
る
故
に
俳
句
は
存
在
し
、
自
然
と

離
れ
て
は
俳
句
は
な
い
と
し
た
自
然
万
能
主
義
に
徹
し
た
。
四

十
歳
で
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
罹
り
、
大
正
九
年
に
没
し
た
。 

 
 

火
遊
び
の
我
れ
ひ
と
り
ゐ
し
は
枯
野
か
な 

 
 

木
揺
れ
な
き
夜
の
一
ッ
時
や
霜
の
声 

 
 

妙
高
の
雲
動
か
ね
ど
秋
の
風 

 

桐
明
は
草
月
と
文
法
上
の
争
い
か
ら
「
草
上
」
を
去
る
こ
と

に
な
る
。
昭
和
七
年
三
月
句
会
に
端
を
発
し
、
誌
上
で
の
互
い

の
意
見
の
ぶ
つ
け
合
い
を
経
て
素
琴
、
吐
天
、
桐
明
の
三
人
連

名
で
「
吾
等
思
ふ
所
あ
り
今
月
号
限
り
本
誌
と
関
係
を
絶
つ
」

と
の
脱
退
宣
言
を
八
月
号
に
出
し
て
い
る
。
文
法
上
の
解
釈
の

相
違
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
、
感
情
的
な
対
立
も
あ
り
、
桐
明
の

潔
癖
で
一
徹
さ
、
寛
容
さ
に
欠
け
る
性
格
が
事
態
を
深
刻
化
さ

せ
た
と
、
渦
中
に
い
た
古
郷
は
書
い
て
い
る
。 

同
年
十
一
月
、
素
琴
を
擁
し
て
桐
明
は
「
東
炎
」
を
創
刊
し

主
要
幹
部
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
乙
字
派
と
い
わ
れ
る
俳
誌
は

「
獺
祭
」（
冬
葉
）、「
草
上
」、「
東
炎
」
の
三
誌
と
な
る
。
乙
字

が
生
前
最
も
力
を
尽
く
し
た
「
懸
葵
」
は
、
大
谷
句
仏
上
人
の

主
宰
と
な
り
、
乙
字
系
で
は
あ
っ
た
が
門
流
と
は
い
え
な
か
っ

た
。
そ
の
後
乙
字
派
が
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
の
は
、
分
裂

と
対
立
に
よ
っ
て
相
協
調
す
る
精
神
を
失
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
乙
字
門
流
に
と
っ
て
何
よ
り
大
き
な
不
幸
で
あ
っ

た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
『
昭
和
俳
壇
史
』
に
古
郷
は
書

い
て
い
る
。 
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「
東
炎
」
は
、
同
じ
岡
山
六
高
卒
の
内
田
百
閒
（
桐
明
よ
り

十
歳
上
）
が
句
や
随
筆
を
発
表
、「
芭
蕉
の
伝
記
の
研
究
」
で
昭

和
十
二
年
文
学
博
士
と
な
る
素
琴
が
、
俳
文
学
研
究
諸
論
を
掲

載
、
土
居
蹄
花
が
「
若
菜
集
」、
村
山
葵
郷
が
「
修
練
集
」、
吐

天
が
「
林
泉
集
」、
桐
明
が
「
行
路
集
」
の
選
を
し
て
い
る
。
百

鬼
園
俳
句
会
で
の
主
要
幹
部
の
忌
憚
な
い
会
話
が
載
っ
た
り
、

ユ
ニ
ー
ク
な
俳
誌
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
桐
明
は
「
東
炎
」
に

多
く
の
俳
論
を
発
表
、「
俳
句
研
究
」
に
「
大
須
賀
乙
字
論
」（
昭

和
九
年
）。
又
遡
っ
て
四
年
に
は
「
明
治
大
正
俳
論
史
」（
子
規
・

漱
石
・
虚
子
・
碧
梧
桐
・
乙
字
）
を
「
俳
句
講
座
」
に
発
表
。

芭
蕉
研
究
の
論
も
多
い
。 

 

私
が
大
変
面
白
く
読
ん
だ
の
は
「
鬼
城
氏
の
反
省
を
求
む
」

と
い
う
小
文
。
乙
字
師
に
よ
っ
て
鬼
城
句
集
が
世
に
出
、
有
名

に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
恩
義
を
忘
れ
「
乙
字
君
」

な
ど
と
書
い
て
い
る
と
、
憤
慨
に
堪
え
な
い
桐
明
の
感
情
が
顕

な
文
で
、
彼
の
性
格
が
か
い
ま
見
ら
れ
る
。
毒
舌
家
と
言
わ
れ

た
師
、
乙
字
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

昭
和
十
一
年
、
桐
明
は
新
宿
区
左
内
町
の
姉
山
田
愛
子
宅
隣

家
に
、
両
親
と
共
に
迎
え
ら
れ
る
。
長
兄
斌
彦
は
京
都
帝
大
を

出
、
神
戸
で
開
業
医
を
し
て
い
た
が
、
天
皇
崩
御
の
時
は
地
元

の
医
師
と
し
て
控
え
た
。
そ
の
評
判
で
繁
盛
し
た
と
い
う
が
、

子
は
無
く
、
昭
和
十
一
年
死
亡
。
次
兄
次
彦
は
中
学
出
、
要
領

よ
く
浪
費
家
だ
っ
た
が
、
母
富
は
叱
ら
ず
可
愛
が
っ
た
。
子
供

は
三
人
い
た
が
昭
和
二
年
没
し
て
い
る
。
三
男
輝
雄
は
月
謝
不

要
の
上
海
の
学
校
を
出
、
日
本
郵
船
に
入
る
。
二
男
五
女
を
も

う
け
、
し
ば
ら
く
は
廣
東
に
い
た
。
昭
和
十
二
年
輝
雄
を
残
し

一
家
は
帰
国
し
、妹
愛
子
が
捜
し
て
く
れ
た
牛
込
の
家
に
住
む
。

輝
雄
は
二
百
五
十
円
の
収
入
か
ら
百
五
十
円
を
妻
に
送
り
、
妻

ハ
ル
は
そ
の
半
分
の
七
十
五
円
を
左
内
町
の
両
親
に
渡
し
て
い

た
と
言
う
。
残
り
で
や
り
く
り
す
る
の
は
大
家
族
で
大
変
だ
っ

た
と
長
女
信
子
は
振
返
る
。
輝
雄
夫
妻
は
愛
子
に
両
親
の
世
話

を
頼
ん
だ
た
め
、
生
涯
律
儀
に
誠
意
を
示
し
通
し
た
。
愛
子
の

夫
山
田
康
太
郎
は
鳥
取
出
身
、
京
都
三
高
、
帝
大
を
卒
、
後
に

日
本
軽
金
属
会
長
と
な
る
。
愛
子
は
四
歳
年
下
の
桐
明
を
と
て

も
可
愛
が
り
、
彼
が
結
婚
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
生
涯

家
族
の
ひ
と
り
と
し
て
大
い
に
助
け
て
い
る
。
五
男
義
冨
は
東

京
帝
国
大
を
出
、
日
本
セ
メ
ン
ト
に
入
社
。
福
岡
、
熊
本
を
転

勤
し
四
男
一
女
を
も
う
け
る
。
妻
須
美
は
、
義
富
が
盲
腸
に
な

っ
た
と
姉
愛
子
に
知
ら
せ
た
ら
百
円
送
っ
て
き
て
驚
い
た
、
と

話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
愛
子
は
と
て
も
面
倒
見
が
よ
く
太
っ
腹

な
女
性
で
あ
っ
た
。
五
男
一
女
の
兄
弟
は
、
多
く
三
十
代
、
四

十
代
で
没
し
て
い
る
が
、
輝
雄
と
愛
子
は
長
命
で
あ
っ
た
。
父

健
八
郎
は
十
二
年
没
。 

桐
明
の
句
集
『
高
原
』
は
、「
東
炎
」
の
表
紙
担
当
の
織
田

一
磨
画
伯
の
美
し
い
高
原
の
花
の
木
版
画
が
所
々
に
挿
入
さ
れ

て
い
る
。
桐
明
死
の
前
年
、
二
十
三
年
間
の
四
百
二
十
三
句
が
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載
っ
て
い
る
。
病
以
来
、
好
き
な
登
山
も
ま
ま
な
ら
ず
「
せ
め

て
高
原
に
春
の
芽
吹
き
を
喜
び
、
秋
の
霧
の
香
を
な
つ
か
し

み
・
・
・
・『
高
原
』」
と
名
付
け
た
と
言
う
。 

 
 
 

峡
大
観
に
を
れ
ば
し
ぐ
る
ゝ
紅
葉
か
な 

 
 

秋
の
雲
奥
の
大
湖
を
今
見
た
り 

 
 

山
霧
雲
と
な
る
川
霧
は
森
に
消
ゆ 

三
句
目
は
、
彼
の
代
表
句
で
あ
る
。 

 

「
私
は
俳
句
は
自
分
の
実
経
験
を
詠
む
べ
き
も
の
と
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
私
の
信
念
で
あ
る
」
と
の
弁
が
あ
る
。 

 

『
高
原
』
の
中
か
ら
私
の
好
き
な
句
を
あ
げ
る
。 

 
 

 

竹
か
つ
ぎ
来
る
ゆ
さ
ゆ
さ
と
月
下
か
な 

 
 

乏
し
け
れ
ど
春
め
く
も
の
に
箸
と
り
ぬ 

 
 

ゆ
く
り
な
う
雛
の
酒
に
酔
い
に
け
り 

 
 

鉄
砲
百
合
梅
雨
明
け
の
水
吐
き
に
け
り 

 
 

い
と
ど
跳
ぶ
音
ほ
と
ほ
と
と
梅
雨
畳 

 
 

う
れ
し
さ
は
た
だ
秋
草
に
眼
を
落
す 

 
 

雪
ち
る
や
い
つ
ま
で
浮
か
ぬ
鳰
の
首 

  

『
高
原
』
を
上
梓
し
た
後
母
親
が
亡
く
な
り
、
そ
の
五
ヵ
月

後
の
二
月
二
十
二
日
、
四
十
歳
で
桐
明
も
一
生
を
閉
じ
る
。
十

六
年
四
月
号
の
「
東
炎
」
は
追
悼
号
、「
俳
句
研
究
」
四
月
号
に

は
志
田
素
琴
が
四
頁
に
渉
っ
て
「
大
森
桐
明
君
を
悼
む
」
を
載

せ
て
い
る
。
弟
義
富
は
こ
の
時
は
東
京
に
住
ん
で
い
た
の
で
、

姉
愛
子
と
共
に
力
を
貸
し
て
い
る
。
追
悼
の
中
で
「
兄
は
全
く

偏
屈
な
位
む
づ
か
し
い
男
で
し
た
。
一
寸
し
た
事
で
も
正
し
い

と
思
ふ
事
に
就
い
て
は
口
を
尖
ら
し
て
、
誰
が
何
と
云
は
う
と

真
剣
な
眼
ざ
し
で
彼
の
信
ず
る
事
に
邁
進
す
る
と
云
っ
た
性
格

で
し
た
。
そ
れ
が
彼
の
良
い
所
で
あ
り
、
且
つ
悪
い
所
で
も
あ

っ
た
様
で
す
。」
こ
の
数
年
の
う
ち
に
両
親
、
兄
、
弟
を
失
っ
た

愛
子
の
嘆
き
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
後
「
桐
明

忌
」と
し
て
、同
門
の
方
が
愛
子
宅
に
集
ま
っ
た
り
し
て
い
る
。

愛
子
の
二
男
充
郎
は
、
最
も
桐
明
の
近
く
に
い
た
一
人
で
あ
る

が
「
和
魂
洋
才
」
の
人
と
叔
父
桐
明
を
語
る
。 

 

桐
明
没
後
六
十
年
以
上
経
っ
て
し
ま
い
、
桐
明
を
知
る
人
も

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
俳
縁
と
い
う
の
も
お
こ
が
ま
し
い

が
、
彼
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
会
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
身

辺
に
こ
の
よ
う
に
活
躍
し
、
己
の
道
を
極
め
た
人
が
い
た
こ
と

に
感
銘
を
受
け
た
。 

私
の
家
か
ら
二
キ
ロ
程
の
所
に
天
然
記
念
物
の
牛
島
の
藤

が
あ
る
。『
高
原
』
で
前
書
き
の
あ
る
桐
明
の
句
に
出
会
っ
て
か

ら
は
、
毎
年
の
よ
う
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。 

  
 

日
影
落
ち
て
今
し
藤
浪
揺
れ
ん
と
す 

 

桐
明 
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有
楽
町
メ
セ
ナ
句
会 

    

マ 

ス 

ク 
 
 
 
 
 
 

岡
田
芳
べ
え 

背

負

わ

れ

て

楢

山

や

っ

と

雪

も

よ

い 

春

隣

ハ

ガ

キ

一

枚

出

す

散

歩 

マ
ス
ク
し
て
捨
て
ら
れ
ぬ
本
捨
て
に
ゆ
く 

歯

の

欠

け

た

夫

婦

が

笑

う

春

隣 

オ
フ
ェ
リ
ア
に
添
っ
て
流
れ
る
花
の
か
ず 

 

鳥 

帰 

る 
 
 
 
 
 
 

伊

嶋

淡

々 

春

か

す

み

足

組

み

替

え

る

半

跏

仏 

雪

解

の

軒

の

雫

を

手

水

と

す 

噴

煙

の

ま

ぎ

れ

し

あ

た

り

鳥

帰

る 

花

び

ら

を

あ

ま

た

沈

め

し

濠

の

色 

五

分

搗

き

の

米

の

と

ぎ

汁

沈

丁

花 

罅 

走 

る 
 
 
 
 
 
 

八

木

蝉

息 

そ

ぞ

ろ

寒

俳

句

の

道

が

折

れ

曲

が

る 

早

春

の

山

々

肩

出

す

膝

を

出

す 

早

春

の

空

の

あ

ち

こ

ち

罅

走

る 

芳

べ

え

が

芒

見

て

ゐ

る

露

天

風

呂 

弟

に

姉

が

馬

乗

り

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ 
 

鎮 

静 

剤 
 
 
 
 
 
 

岡

本

久

一 

家

訓

な

し

遺

産

も

な

く

て

蜆

汁 

吊

る

さ

れ

て

鮟

鱇

空

を

呑

み

込

み

ぬ 

枝

先

に

一

カ

ラ

ッ

ト

の

春

の

雨 
水

温

む

槽

の

鯰

に

鎮

静

剤 
あ

り

も

せ

ぬ

尻

尾

の

先

ま

で

春

愁

ひ 
 

割 
礼 
日 

 
 
 
 
 

 

霧
野
萬
地
郎 
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元

旦

や

電

子

レ

ン

ジ

は

回

り

出

す 
秘
め
事
を
ふ
と
漏
ら
し
け
り
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

ト
ル
コ
に
て 

イ

ス

ラ

ム

に

裸

像

立

つ

春

近

代

化 

春

寒

や

木

馬

の

胎

に

中

国

人 

少

年

の

目

の

冴

え

返

る

割

礼

日 

萌 

え 
る 

 
 
 
 
 
 

根

本

随

縁 

春
萌
え
る
塀
に
こ
ぼ
れ
る 

う
め
・
こ
ぶ
し 

豪

雪

と

地

鳴

り

に

怯

え

や

っ

と

春 

い

と

柳

池

の

面

掃

い

て

ツ

バ

メ

待

つ 

あ

か

あ

か

と

廃

屋

照

ら

す

桃

木

立 

バ

チ

カ

ン

の

追

悼

よ

そ

に

花

見

酒 
 

寒 
 

椿 
 
 
 
 
 
 

森

須

 
蘭 

榾

を

焚

く

既

に

純

真

と

は

言

え

ず 

冬

薔

薇

の

表

面

張

力

と

い

う

青

空 

寒

椿

ま

と

め

き

れ

な

い

空

で

あ

る 

仰

向

い

て

銀

河

繋

い

で

い

る

裸

体 

さ

さ

く

れ

の

痛

い

中

指

久

女

の

忌 
 

バ
ー
コ
ー
ド 

 
 
 
 
 

樋

口

愚

堂 

バ
ー
コ
ー
ド
で
読
み
解
く
濁
世
蕗
の
薹 

鳥

雲

に

ホ

チ

キ

ス

の

弾

撃

ち

ま

く

る 

疾

走

す

る

冬

の

土

蜘

蛛

地

雷

原 

啓

蟄

や

Ｓ

字

結

腸

蠕

動

す 

鶴

引

く

や

空

港

公

団

解

体

さ

る 
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鈴
の
会 

    

月 
 

影 
 
 
 
 
 
 

若

泉

真

樹 

尾

長

来

て

啄

み

し

あ

と

梅

の

花 

春

の

鷹

野

に

扁

平

な

影

落

す 

広

が

り

し

噂

の

波

紋

葦

の

角 

月

影

と

い

う

白

椿

薬

師

仏 

春

の

鯛

口

髭

似

合

う

若

き

シ

ェ

フ 
 

寒 
 

禽  
 
 
 
 
 

 

浦

野

里

山 

寒

禽

の

一

声

の

こ

し

隠

り

沼 

と

り

年

の

寒

九

の

水

を

捧

げ

飲

む 

鷽

替

の

碑

に

鷽

止

ま

り

太

鼓

橋 

楓

の

芽

羅

漢

は

耳

を

欹

て

り 

耳

寄

せ

て

土

偶

の

言

葉

春

の

昼 

駅 
 

跡 
 
 
 
 
 
 

貝

田

遊

山 

蒲

公

英

や

旧

東

海

道

の

駅う
ま
や

跡 

漁

具

船

具

売

る

店

に

猫

春

隣 

春

寒

し

体

の

不

思

議

小

宇

宙 

淡

雪

や

古

墳

調

査

の

人

の

肩 

生

き

る

事

ま

だ

飽

き

も

せ

ず

鰆

食

う 
 

命 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

馬

場

龍

雨 

ひ

と

ひ

ら

の

花

は

先

達

の

命

な

り 

亡

き

友

の

妻

の

訃

報

や

雪

の

空 

瞬

く

は

友

中

天

の

冬

銀

河 

五

月

逝

く

あ

の

目

あ

の

声

あ

の

笑

顔 

御

仏

に

縋

る

衆

生

に

青

嵐 

 

春 

炬 

燵 
 
 
 
 
 
 

御
古
ゆ
た
か 

降

り

頻

る

雪

を

駅

婦

が

掻

き

発

車 

息

子

去

る

庭

の

千

両

に

鳥

遊

ぶ 
小

児

科

の

思

い

出

指

切

り

春

浅

し 

ビ

ル

群

の

靄

い

を

制

し

春

の

富

士 

書
に
倦
む
や
う
た
た
寝
に
も
倦
む
春
炬
燵 
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同 

窓 

会 
 
 
 
 
 
 

杉

山

涼

風 
鷽

替

え

の

行

列

を

避

け

詣

で

け

り 
風

邪

の

娘

の

熱

の

敷

布

を

三

度

替

え 

波

止

場

飛

ぶ

か

も

め

の

眼ま
な
こ

寒

土

用 

手

に

取

れ

ば

消

え

ゆ

く

命

牡

丹

雪 

君く

ん

づ

け

の

同

窓

会

や

花

三

分 

  
 
 
 

寒 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石

山

佳

仙 

孫
に
歯
の
生
え
初
め
し
日
の
芽
吹
き
風 

黒

猫

を

見

下

ろ

し

て

い

る

寒

鴉 

寒

稽

古

モ

ワ

と

湯

気

立

つ

面

と

れ

ば 

ご
わ
ご
わ
に
凍
て
つ
く
胴
着
そ
っ
と
着
る 

う

ち

そ

と

も

と

も

に

静

か

や

雪

の

朝 

  
 
 

君 

子 

蘭 
 
 
 
 
 
 

佐

藤

 

仁 

待
春
や
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
の
硬
き
襟 

残

業

や

ケ

ー

タ

イ

越

し

の

鬼

や

ら

い 

細

雪

終

電

を

告

ぐ

電

子

音 

球

根

の

根

の

絡

み

あ

い

月

朧 

高

層

階

の

陽

を

傲

慢

に

君

子

蘭 

 
 
 

藪 
 

椿 
 
 
 
 
 
 

福

山

至

遊 

優

し

さ

は

と

き

に

は

不

善

実

朝

忌 

若

者

の

未

来

に

口

を

出

し

余

寒 

小
で
ま
り
咲
く
脇
の
甘
さ
を
武
器
に
し
て 

藪

椿

縄

文

遺

跡

は

虚

ろ

に

て 

犬

ふ

ぐ

り

う

つ

む

く

人

の

目

に

優

し 
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白
山
句
会 

    

春 
 

隣 
 
 
 
 
 
 

西

村

慧

子 

廻

廊

の

凍

や

三

猿

か

し

こ

ま

る 

店

前

の

風

荒

く

と

も

春

隣 

紅

梅

や

頷

く

ば

か

り

汀

女

の

句

碑 

何

も

無

い

茶

店

灯

が

点

き

春

の

雷 

梵

鐘

と

係

わ

り

合

っ

て

ふ

く

ら

む

芽 
 

花
の
い
の
ち 
 
 
 
 
 

浦

川

哲

子 

さ
く
ら
の
芽
う
す
紅
い
ろ
の
気
を
ま
と
い 

春

な

れ

や

一

つ

乗

り

越

す

大

江

戸

線 

花

万

朶

水

辺

の

暗

み

磨

崖

仏 

花

散

ら

す

肩

車

の

子

の

双

手

か

な 

花

屑

は

土

に

帰

り

て

老

い

深

む 
寒 
 

椿 
 
 
 
 
 
 

川

越

静

子 

廻

廊

の

果

て

な

り

茶

席

寒

椿 

帝

釈

天

春

色

染

み

て

「

火

宅

の

図

」 

垂

れ

梅

汀

女

の

句

碑

の

た

た

ず

ま

い 

大

楠

に

身

を

あ

づ

け

お

り

雨

水

か

な 

風

船

は

梅

見

の

人

を

天

に

向

け 
 

雨 

の 

梅 
 
 
 
 
 
 

都

築

繁

子 

休

航

の

矢

切

の

渡

し

鴨

群

れ

る 

料

亭

の

寂

雪

吊

り

の

縄

の

揺

れ 

ほ

の

ぼ

の

と

灯

す

梅

見

の

雨

の

茶

屋 

仮

店

舗

仮

設

舞

台

も

雨

の

梅 

春

光

や

ク

レ

ー

ン

の

先

の

石

灯

籠 
 

雌 
 

雄 
 
 
 
 
 
 

佐

藤

喜

孝 

春

の

鴨

流

れ

て

ゐ

る

に

あ

ら

ざ

り

し 
春

の

鴨

ベ

ン

チ

に

収

支

決

算

書 
春

陰

や

石

と

苔

と

の

あ

は

ひ

の

字 
糸

柳

烏

に

雌

雄

あ

り

に

け

り 

枝

え

ら

び

春

の

鴉

と

な

り

に

け

り 
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池 

之 

端 
 
 
 
 
 
 

芝 
 

尚
子 

彫

刻

は

寒

の

玻

璃

越

し

帝

釈

天 
冬

麗

の

指

呼

の

対

岸

真

間

の

森 

雨

雫

飛

び

梅

白

に

紅

の

添

ふ 

三

方

は

ビ

ル

の

林

立

春

の

池 

春

鴨

の

深

眠

り

し

て

池

の

端 
 

都 

の 

春 
 
 
 
 
 
 

田

中

藤

穂 

芽

柳

や

弁

天

堂

に

人

の

混

む 

椿

散

り

梅

咲

く

径

を

ゆ

っ

く

り

と 

し

ら

梅

の

天

神

様

に

狸

穴 

春

な

れ

や

は

ぐ

れ

し

人

の

行

方

は

も 

都

の

春

人

に

酔

ひ

た

る

大

男 
 

梅 
 

見 
 
 
 
 
 
 

平

野

無

石 

傘

さ

し

て

梅

の

女

時

に

逢

う

こ

と

も 

雨

男

雨

女

ゐ

て

梅

見

か

な 

塔

の

影

よ

ぎ

る

ボ

ー

ト

や

柳

の

芽 

雀

寄

る

包

丁

塚

や

水

ぬ

る

む 

下

町

の

風

情

に

溶

け

て

春

の

鴨 

花
あ
か
り 

 
 
 
 
 
 

伊

藤

雅

子 

骨

董

の

壺

ふ

く

よ

か

に

花

の

雨 

喧

騒

の

あ

と

の

静

寂

散

る

桜 

黄

色

い

ス

ミ

レ

十

五

歳

の

聖

女

の

絵 

桐

下

駄

の

鼻

緒

あ

い

色

花

の

雲 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ン
グ
ラ
ス
の
向
こ
う
花
あ
か
り 

 

飛 
 

梅 
 
 
 
 
 
 

松
村
東
亜
未 

年

縄

を

誂

へ

柴

又

瑞

龍

松 

江

戸

川

辺

冬

芽

光

り

し

猫

柳 

飛

梅

や

江

戸

に

降

り

て

三

分

咲 

色

の

な

き

空

に

紅

梅

汀

女

の

碑 

ひ
と
ひ
ら
が
梅
見
の
泥
に
つ
い
て
き
し 

 

水 

温 

む 
 
 
 

  
 

 

植
木
や
す
子 

く

れ

な

い

の

梅

に

誘

わ

れ

汀

女

句

碑 
冬

晴

や

寅

さ

ん

の

像

草

履

ば

き 
赤

き

芽

や

は

じ

け

て

み

れ

ば

猫

柳 
二

羽

の

鴨

ぐ

る

ぐ

る

廻

り

春

の

水 

枯

蓮

の

丈

は

揃

い

て

水

温

む 
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う
ね
ら
す 

 
 
 
 
 
 

長

南

憲

章 
洋

館

の

中

の

茶

室

や

猫

柳 
白

山

の

杜

を

う

ね

ら

す

青

嵐 

黄

菖

蒲

を

映

し

て

水

面

波

立

て

り 

薫
風
を
絵
の
具
に
ま
ぜ
て
画
布
に
塗
る 

杜

小

径

天

蓋

の

ご

と

若

楓 
 

う
つ
う
つ
と 

 
 
 
 
 

大

山

夏

子 

か

つ

し

か

野

今

も

冬

青

草

を

踏

む 

回

廊

の

床

冷

え

水

の

音

幽

か 

飛

梅

の

香

や

雨

が

消

す

過

去

未

来 

新

し

き

杭

が

う

た

れ

て

糸

柳 

う

つ

う

つ

と

池

の

真

昼

を

春

の

鴨 
       

                       




